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1 計画の推進体制
　本計画の大きな目標は、先人たち

が営 と々築き上げてきた森林資源が

本格的な利用期を迎えていることを踏

まえ、この森林資源を有効に活用し、

もって県内の森林・林業の再生を図る

ことです。

　この計画の推進に当たっては、県

をはじめとした県内の森林・林業に

関わる全ての者の、これまでの「造林・

育林を主体とする事業」から、「低コス

トで木材を収穫し、その木材を余すこ

となく活用していく事業」にステップ

アップするという意識改革が欠かせません。

　また、この計画を実効性あるものにするためには、関係者それぞれの責任を持った行動と一致

団結した取組が必要です。

　このため、森林・林業・木材関連産業等の関連団体、県、市町村等からなる森林・林業基本

計画推進協議会を県及び各地域に設置し、施策の評価・点検・改善を行うとともに、関係者の

連携強化を図り、目標の実現に向けて本計画を推進します。

２ 計画の管理・公表
⑴ 進行管理

　本計画については、PDCAサイクル※１の
手法により進行管理します。

　また、年度別実行プログラム（工程表）を

作成し、数値目標等を用いて施策の進行状

況を管理します。

⑵ 評価

　「群馬県森林・林業基本計画推進協議会」

等において、毎年度、施策の評価・点検を行います。

　施策の推進方策第２章
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森林･林業基本計画
●重点的な施策展開方向と
具体的な施策

●目標数値の設定

施策の実施
●県民協働

●市町村、国との連携

施策の見直し
●施策の見直し

●目標数値の見直し

●新たな施策の展開

施策の
点検･評価

●評価機関による評価

●施策の実施状況の報告
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⑶ 公表

　施策の評価・点検結果について、県ホームページ、各種広報手段等により毎年度公表します。

⑷ 改善

　目標設定の前提となる社会経済情勢の大幅な変化や国の基本方針の転換、あるいは施策の評

価結果に基づく重要な変更の必要等があった場合には、計画期間中であっても計画内容を適宜

見直します。

 『用語の解説』

※１： 【PDCAサイクル】
　Plan（計画）→ Do（実行） →Check（評価）→ Act（改善）の４段階を繰り返すことによって、業務
を継続的に改善するシステム
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